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　マイクで声を取得し 12音階を判定する。

音階に応じた方向にキャラクターが移動する。

　音程の判定にはFFTを用いた。ある程度の音程のズレを許容するため

にoffsetで20Hz程度の幅を持たせ、 12の剰余を計算することで男女や子

供のオクターブの違いに対応できるように工夫した。

　正しい音階で歌えた場合にはキャラクタが動き、そうでない場合は動

かないことから、正しい演奏に注意が向くように工夫した。

　音声入力によってゲームを操作する教材を作成した。自分の歌や楽器
の演奏に合わせてキャラクタを動かすことで、音楽の練習が楽しくなるこ
とを期待している。今後は音楽に合わせた迷路の自動生成などを実現し
たいと考えている。

　音程による入力を行うことで、ゲームを楽しみながら正しい音程の発声

などを学べる教材を作成した。楽譜通りに演奏すると、キャラクタが迷路を

ゴールまで歩くことができる。

開発背景・目的

利用方法

迷路の形

工夫したこと

楽譜通りだった
場合

音を取得前 違った場合

まとめ

移動方向と音階の対応

キャラが下に進む


